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①学校運
営上の課

題

社会に開か
れた教育課
程への対応

教育課程の中で地域との連携
は行われているが、地域と協
働し、効果的に子どもに関わ
るということには課題があ
る。

各小中学校では、学
習のゲストティー
チャーや登下校の見
守りでボランティア
の方にお世話になっ
ているが、地域の方
と子どものことにつ
いて話す機会は少な
い。今年度の取組で
改善の糸口が見えて
きた。

・市内７公民館の職員が地域と学校を
つなぐ橋渡し役となり、全小中学校13
校で地域との協働体制を構築する。
・その中で、地域、公民館、学校が関
わる機会を増やす中で事業の目的を共
有し、子どもの成長に関して、それぞ
れの役割が明確になるようにする。

・各小中学校で各学年1回以上
ボランティアに来てもらう中
で話し合う回数が増え、事業
の目標などを共有し、効果的
に子どもに関わることができ
る教育課程を編成する。

ボランティアに来
てもらった回数。 13 件 90
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①学校運
営上の課

題

教職員の時
間外勤務の

是正

市内の教員の44％超が、月45
時間以上の時間外勤務を行っ
ており、教員の業務負担軽減
による時間外勤務の縮減が課
題となっている。

昨年度は、公民館と
連携して地域との協
働体制を構築したこ
とで地域との連携が
行われ、地域ボラン
ティアによる新規の
活動がモデル校で行
われた。子どものよ
り良い成長につなが
るとともに教員の働
き方にもつながる可
能性があることがわ
かった。

・市内７公民館の職員が地域と学校を
つなぐ橋渡し役となり、全小中学校13
校で地域との協働体制を構築する。
・その中で、地域、公民館、学校が事
業の目的を共有し、子どもの成長に関
して、それぞれの役割が明確になるよ
うにする。
・各小中学校で各学年1回以上ボラン
ティアに来てもらえるようにする。

学校・家庭・地域の役割分担
の明確化により、地域との協
働が進み、結果として、教員
の業務負担が軽減する。

月45時間以上の時
間外勤務を行う教
員の割合

44 % 40

令和６年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」仮申請関係様式

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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